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載の第５回で触れた江戸時代の『造物趣向種』 （つくりものしゅこうのたね）の中も、木魚など仏具一式を見立てた作品があった。安政７ １８６０） 年刊の 『造物趣向種』には、小ぶり 木魚を顔に、大きな木魚を太った腹に見立
てた、 「布袋」 （ほてい）という作品が掲載されている。　
昔も今も人間は変わらず、




は、 次のような一節がある。 「地蔵尊の御祭など、造り物という、たわむれ くては、ともし火に油のなきに似たり」 。　
時代が変わっても、おおら
かにユーモアを楽しみたいと願う人々の気持ち 変わらない。年に一度の祭り ハレの日に、仏具が非日常の世界を現出して楽しませてくれる。　「宇治平等院」が現れたと思ったら、 今年は「笑点」と、遊び心にあふれた制作者の「見立て」の趣向は尽きることがない。来年はどんな一式の作品と出会えるだろうかと、今から期待が膨らむ一方である。
　
顔に用いてい
るのは、法要に用いる木魚。木魚の持ち手の部分が「口」に、木魚に刻まれた文様が「目」に
仏具は続くよ、どこまでも
「一式飾り」
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